
追高＝一人ひとりが主役の学校
　追分高校は、少人数だからこそ、強い絆で結
ばれた仲間と出会え、誰もが主役になれる学校
です。
　追分高校の教職員は、生徒一人ひとりをかけ
がえのない存在として認め、３年間かけて、自
律した18歳に育て上げます。

追高＝一人ひとりを伸ばせる学校

第
70
回
追
高
祭　
７
月
15
・
16
日

　
今
年
の
学
校
祭
は
、
地
震
と
コ

ロ
ナ
禍
以
来
の
通
常
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

１
日
目
の
開
祭
式
で
は
、
ク

ラ
ス
看
板
の
披
露
後
、
全
校
生

徒
で
恒
例
の
写
真
撮
影
を
行
い

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
対
抗
の
出
し

物
、
花
男
さ

ん
に
よ
る
ラ

イ
ブ
「
銀
河

ツ
ア
ー
追
分

高
校
編
」
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

２
日
目
は

一
般
公
開

し
、
多
く
の

町
民
の
方
に

来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

午
前
中
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
企
画
、

本
校
卒
業
生

で
和
太
鼓
奏
者
の
し
ん
た
さ
ん
と

津
軽
三
味
線
奏
者
で
民
謡
歌
手
の

井
上
強
嗣
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
の

あ
と
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
本
校
生
徒

と
太
鼓
の
共
演
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
ア
ピ
ー
ル
の
様
子
も

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
に
よ
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
食
堂
、
生
徒
玄
関
前
で
の

焼
き
鳥
、
各
ク
ラ
ス
に
よ
る
縁
日

等
の
展
示
も
あ
り
、
賑
や
か
な
学

校
祭
と
な
り
ま
し
た
。
２
つ
の
ラ

イ
ブ
と
各
ク
ラ
ス
の
出
し
物
、
教

職
員
に
よ
る
寸
劇
と
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
夏
休
み
前
の
２
日
間
を

楽
し
み
ま
し
た
。

３
年
生　
進
路
出
陣
式

　
７
月
22
日
㈮
、
進
路
活
動
が
本

格
的
に
開
始
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

校
長
先
生
、
北
海
道
私
立
専
修
学

校
各
種
学
校
連
合
会
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
統
括
職
業
指
導
官
の
３
名

か
ら
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
代
表
か

ら
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。
３
年

生
は
、
自
ら
の
進
路
決
定
に
向
け

自
覚
と
決
意
を
高
め
ま
し
た
。
暑

い
日
で
し
た
が
、
ス
ー
ツ
を
着
用

し
進
路
活
動
に
向
け
気
が
引
き
締

ま
る
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

夏
季
休
業
前
集
会

　
７
月
25
日
㈪
、
大
掃
除
、
放
送

局
の
表
彰
の
あ
と
、
夏
季
休
業
前

の
全
校
集
会
が
あ
り
ま
し
た
。
校

長
先
生
か
ら
の
講
話
、
生
徒
指
導

部
長
か
ら
の
夏
休
み
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
８
月
17
日

㈬
ま
で
の
夏
休
み
に
入
り
ま
し

た
。

９
月
の
行
事
予
定

６
日
㈫

　
避
難
訓
練

９
日
㈮

　
遠
足
（
２
年
）

16
日
㈮

　
就
職
試
験
解
禁

21
日
㈬

　
薬
物
乱
用
防
止
講
話

25
日
㈰

　
全
商
情
報
処
理
検
定

28
日
㈬

　
前
期
終
業
式

29
日
㈭
～
30
㈮

　
学
期
間
休
業

▶皆さんのご意見をお寄せください◀
北海道追分高等学校（☎・FAX ㉕ 2555）

〒059−1911　安平町追分本町７丁目８番地
ホームページで「追高の今」をご覧ください。
【http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/】
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